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1-2 C 中学校の実態 

















































2 研究Ⅰ 生徒指導に関する実態把握 
2-1 方法 
中学校における教師の生徒指導に対する意識や指導の実態等を把握するため，アンケート調査を行
った。この調査は，2019 年 2 月中旬に A 県 B 市内の C 中学校に勤務する教師 22 名に調査を依頼し，
すべての教師から回答が得られた。調査項目は以下に示すとおりである。 
(1)年代，教職経験年数など個人に関すること 
(2)生徒指導に関して知りたいこと，研修したいこと 8 項目 4 件法（とても思う～全く思わない） 

















表 1 実践校教師の年齢構成 
 20 代 30 代 40 代 50 代 60 代 
人数（人） 4 3 7 7 1 
 
表 2 実践校教師の教職経験年数 
 5 年未満 5～10 年 11～20 年 21～30 年 31 年以上 


























図 1 調査項目(2)「生徒指導に関して知りたいこと，研修したいこと」の調査結果 
 






















































































































































































































































10 月に A 県 B 市内の C 中学校に勤務する教師に依頼し，9 名の教師から回答が得られた。 
3-1-2 校内研究通信の内容 
筆者が作成した校内研究通信を，令和元年 5 月から 10 月までの期間に計 4 回発行した。通信は A4





表 6 校内研究通信の概要 


























































図 3 「校内研究通信について」の調査結果 
 
 
4 研究Ⅲ 生徒理解を深める校内研修（インシデント・プロセス法）の実施 
4-1 方法 
4-1-1 研修内容・調査対象者 
2019 年 6 月に A 県 B 市内の C 中学校において，生徒理解を深め，生徒指導の充実を図る目的で，
校内研修を企画・運営した。研修内容は，外部講師による講演と，インシデント・プロセス法による




(1)内容は期待していたもだったのか 4 件法（よくあてはまる～あてはまらない） 
(2)内容は理解できたか 4 件法（よくあてはまる～あてはまらない） 
(3)子どもを理解するためのヒントになったか 4 件法（よくあてはまる～あてはまらない） 
(4)明日からの実践のヒントになったか 4 件法（よくあてはまる～あてはまらない） 
(5)この研修会（事例検討）に参加して，得たこと・学んだこと （自由記述） 
(6)今回の事例検討会の改善点や改善策 （自由記述） 
さらに，その後の取組や意識への影響を把握し，校内研修の有効性を探るため，2019 年 10 月に上
記とは別のアンケート調査を行った。9 名の教師から回答が得られた。調査項目は以下に示すとおり
である。 
(1)研修後，生徒を多面的に理解しようと意識したか 4 件法（よくあてはまる～あてはまらない） 
(2)研修後，ご自身の生徒への支援に変化があったか 4 件法（よくあてはまる～あてはまらない） 
(3)研修を参考に気になる生徒について具体的な支援に取り組んだか 4 件法（よくあてはまる～あ
てはまらない） 




































4:よくあてはまる 3:あてはまる 2:あまりあてはまらない 1:あてはまらない





























































② グループで考える（10） ・ 場面（支援内容，方法）を整理
しながら
・ 全員が自分の意見を出し合う
③ 全体で考える（7） ・ 連携＝校内のリソースの視点を
入れて
・ 校内支援体制の構築




② 支援の確認※ ・ 連携，役割分担の確認 ・ 対応やかかわりに関する共通理
解
































































4:よくあてはまる 3:あてはまる 2:あまりあてはまらない 1:あてはまらない
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